
(1)判定の基準

調査対象者について、調査時の様子から下記の判定基準を参考に該当するものに○印をつけること。

なお、全く障害等を有しない者については、自立に○をつけること。
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ランク J

何 らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立してお り独力で外出する

1.交通機関等を利用 して外出する

2.隣近所へなら外出する

準

寝
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り

ランクA

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

1.介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

2.外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている
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ランクB

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であ

るが、座位を保つ

1.車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

2.介助により車いすに移乗する

ランクC

1日 中ベ ッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する

1.自 力で寝返 りをうつ

2.自 力では寝返 りもうてない

※判定に当たつては、補装具や自助具等の器具を使用した状態であつても差し支えない。

(2)判定にあたつての留意事項

この判定基準は、地域や施設等の現場において、保健師等が何らかの障害を有する高齢者の日常生

活自立度を客観的かつ短時間に判定することを目的として作成したものである。

判定に際しては「～をすることができる」といつた「能力」の評価ではなく
「状態」、特に『移動』

に関わる状態像に着日して、日常生活の自立の程度を4段階にランク分けすることで評価するものと

する。なお、本基準においては何ら障害を持たない、いわゆる健常高齢者は対象としていない。

4段階の各ランクに関する留意点は以下のとおりである。

朝昼夜等の時間帯や体調等によつて能力の程度が異なる場合

一定期間 (調査日より概ね過去 1週間)の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を
「特記事項」に記載する。

155
-169-

障害高齢者の日常生活自立度 (寝たきり度 )

障害高齢者の日常生活自立度 (寝たきり度 )


